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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、低分子GTPase Rasタンパク質ファミリーの恒常活性型メンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、未分化幹細胞においてホスファチジルイノシトール3キナーゼシグナル伝達経路を活性化しますが、分化細胞では発現しません。この遺伝子は、癌や化学療法抵抗性に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2012年12月],酵素制御：GDPに結合した不活性型とGTPに結合した活性型を交互に発現します。グアニンヌクレオチド交換因子（GEF）によって活性化され、GTPase活性化タンパク質（GAP）によって不活性化されます。,機能：Rasタンパク質はGDP/GTPに結合し、固有のGTPase活性を有しています。胚性幹細胞の腫瘍様増殖特性において重要な役割を果たします。,類似性：低分子GTPaseスーパーファミリーに属する。Rasファミリー。,サブユニット：PIK3CDと相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ERAS抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ERAS抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ERAS 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

